
 

 

 

 

◆定期考査終了 振り返りを 
2 学期の定期考査が終わり、皆さんの手元にも結果が戻ってきました。皆さんはその結果を見てどのよ

うに思いましたか？努力の成果が出たのか、努力はしたけれど思ったようにいかなかったのか、努力もし

てないし嬉しい結果にもならなかったのか。。。ここで一度立ち止まって振り返ってみましょう。 

皆さんは「結果」と言う言葉を聞いて何を思い浮かべますか？「点数」ですか？もちろん点数も大事で

すが、これからの学習を考えると点数よりも「自分の答案」、もっと言えば、「何をどうして間違ったの

か？」が次の学習につながる「結果」です。結果をしっかりと受け止めて自分の弱点を見つけるのが考査

の大きな意味の一つです。その過程の中で成績はつきますが、成績だけに注目していると一人一人に会っ

た弱点の克服ができなくなってしまいます。もう一度自分の考査の結果を振り返り、自分の弱点、次に向

けての学習ポイントを見つけましょう。また、どうしてよいのか分からなければ各教科の先生に早めに相

談しましょう。学習は積み重ねるもの。早めに対応した方が挽回も楽になります。 

◆都立高校の種類を調べてみよう 
前回は中学卒業後の進路について紹介しました。今回はその中でも多くの人が進むことになる高等学

校、特に都立高校の種類を紹介します。現在、都立高校には多種多様な学校があります。あくまで一例で

すが、都立高校には、普通科の他に、将来に直結する魅力的な学校が多くあるので、ぜひ、皆さんに知っ

ておいてほしいです。様々な学校を知った上で、自分の進路選択をお家の方と相談しながら考えていきま

しょう。１・２年生の皆さんも、早めに関心を持って考えることが大切です。「まだ先の話」と思わずに、

ぜひ考えてみてください。 

学  科 内    容 

普通科 

国語、地歴、公民、数学、理科、保健体育、芸術、外国語、家庭、情報の各教科を中

心に学習します。学校が定めた教育内容に従い、定められた科目や自分で選択した

科目を学習します。大学・専門学校への進学や就職など、幅広い進路に対応します。 

普通科（コース制） 

普通科の一部ですが、皆さんの興味・関心に応じられるよう、学習内容の重点化を図

り、様々な選択科目を設けています。１年次から語学系、美術系のコースに分かれて

学習します。深川高校、片倉高校、松が谷高校、小平高校があります。 

総合学科 

共通科目から専門科目まで幅広い選択科目の中から、自分の特性や進路希望に合っ

た科目を選択し、系統的、専門的に学習します。自分の生き方や将来の進路を考える

「産業社会と人間」を全員が学習し、科目選択に生かします。 

農業に関する学科 
農業の各分野で活躍できる技術者の育成を目指して、自然に親しみながら専門的な

知識やバイオテクノロジーなどの技術を身に付けます。 

工業に関する学科 
工業の各分野で活躍できる技術者の育成を目指して、専門的な知識やものづくりの

技術・ハイテク技術などを身に付けます。 

工業に関する学科 

（デュアルシステム科） 

企業でものづくりの長期就業訓練を授業として受け、実践的な技術・技能を身に付

けます。企業と生徒の合意により、卒業後、就業訓練先の企業に就職することもでき

ます。 

科学技術科 
科学や技術について幅広く学び、卒業後、理系の大学等において専門性を高めるた

めの基礎力を身に付けます。科学技術高校及び多摩科学技術高校に設置しています。 

商業に関する学科 
経理、情報処理などの商業の分野や国際化に対応する分野で活躍できる人材の育成

を目指して、専門的な知識や技術を身に付けます。 

ビジネスコミュニケーション科 

激変する社会環境の中で、自立することのできる人材の育成を目指します。英語や

実践的なビジネス科目を学び、社会科学系及び人文科学系大学への進学を目指しま

す。大田桜台高校及び千早高校に設置しています。 
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情報に関する学科 

高度情報通信社会の諸課題を主体的、合理的に解決し、社会の発展を図る創造的な

能力と実践的な態度を育てるため、情報の各分野に関する知識と技術を習得します。

新宿山吹高校に設置しています。 

産業科 

生産・流通・消費の各過程の関連性を学び、起業家精神を育成します。従来の学科の

枠を超えた新たな学科として設置しています。立花高校及び八王子桑志高校に設置

しています。 

水産に関する学科 
海洋について様々な視点から学び、海洋課題に対応できる人材を育成します。都立

高校で唯一、大島海洋国際高校に設置しています。 

家庭に関する学科 

家庭生活に関する専門科目の学習を行うことにより、衣食住、保育、看護や介護など

の知識や技術を身に付けます。赤羽北桜高校、農業高校、瑞穂農芸高校及び忍岡高校

に設置しています。 

福祉に関する学科 

各種福祉施設、病院、保育園などで実習や体験学習を行いながら人間尊重の精神を

しっかりと身に付け、社会の援助者として行動できる人材を育成します。赤羽北桜

高校及び野津田高校に設置しています。 

理数に関する学科 

理数系の幅広い素養と情報活用能力等を高いレベルで併せ持ち、新しい価値（イノ

ベーション）を生み出すことのできる人材を育成します。立川高校に設置していま

す。また、令和６年度から科学技術高校の科学技術科の一部を理数に関する学科に

改編する予定です。 

芸術に関する学科 

音楽、美術、舞台表現に関する専門科目の学習を行うことにより、感性と表現力を身

に付け、将来にわたって芸術の発展に寄与する人材の育成を目指します。総合芸術

高校に、「音楽科」「美術科」及び「舞台表現科」を設置しています。 

体育に関する学科 

体育・スポーツに関する専門科目の学習を行うことにより、保健体育に関する知識・

技能を身に付けます。共通科目の他に、学校によりバレーボール、バスケットボー

ル、サッカー、体操、陸上、水泳、柔道、剣道などの専攻に分かれた専門の学習を行

います。駒場高校及び野津田高校に設置しています。 

国際関係に関する学科 

国際関係、日本の伝統文化、異文化理解などに関する学習や、自分が設定した課題を

深く学ぶ課題研究型の学習を行います。また、外国語（英語など）の高度な運用能力

を身に付けることを目指します。こうした学習を通して、豊かな国際感覚を身に付

け、積極的に国際社会で行動できる人材を育成します。国際高校に、英語のほか、ド

イツ語、フランス語、スペイン語、中国語及び韓国・朝鮮語などを学ぶことができる

「国際学科」を設置しています。また、海外の大学への進学を目指すためのコース

「国際バカロレアコース」を設置しています。 

併合科 

二つの学科を１つの学級に編制している学校もあります。これを併合科としていま

す。全日制では、大島高校（農林・家政）、三宅高校（農業・家政）、八丈高校（園芸・

家政）があります。定時制では瑞穂農芸高校（普通・農業）があります。 

※資料：「令和６年度 東京都立高等学校に入学を希望する皆さんへ」より抜粋 

都立高校の他に私立高校にも、様々な学科、コースがあります。進学に力を入れている私立高校では、

校内に予備校のような環境をつくっている学校もあります。ぜひ調べてみてください。 

私立は経済的に厳しいと考えているご家庭もあるかもしれませんが、「高等学校等就学支援金」「高校生

等奨学給付金」「私立高等学校等奨学給付金」など国や都からの支援もあります。（所得制限あり） 


